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助
け
 

回
目
と
し
て
農
地
相
談
所
を
開
 

支
夢
軒
慌
違
萩
 
競
躍
難
騒
礁
賢
響
難
難
勢
麗
静
二
十
”
日
五
日
、
十
六
日
 

洞
一
農
村
工
業
展
示
会
 

八
一
1
1
一
一
己
ニ
ノ
ー

1ラ
・
／
コ
 

第
一
 
十
二
月
ニ
十
日
か
ら
青
森
で
 

一
 
一
 

三
 

一
 
一
 

プ
網

J 一
、
チ
 
ー
 
（
 
比
ハ
 
の
暖
い
経
済
を
あ
た
い
て
く
れ
頃
皆
さ
ん
が
し
つ
く
り
し
な
い
 
十
五
日
 

る
「
 
一
》
町
 
一
 
」
 
識
 
ま
し
た
。
 
田
畑
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
や
土
三
 
月
 

一
 
一
 

一
 

一
 
「
 

一
六
 

一
 

寺
 
「
 
一
一
 
一
 
一
 
』
い
》
 

 

］
 
一
】
ロ
。
 
．
・
・
《
 
喝
 

ま
し
た
。
 

田
畑
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
や
土
 

三
 
月
 
五
日
、
・
十
六
日
、
一
一
 

「
肩
一
衡
球
桐
こ
韓
報
践
諾
嘱
繊
「
網
離
麗
）
馨
四
十
（
日
 

し
（
し
 
一

1
 
1
 

」
ノ
 
・
・
‘
．
‘
「
．
 
ー
‘
 

'．
‘
 
ー
‘
．

J
'
,
,

‘
．
 
一
 
‘

i
!
.
 

．
‘
》
 

J
 

一
 

五
 

ー一四 

」
「
二
龍
調
細
ご

J「護
結
護
取
き
を
や
る
所
で
「
「
弧
戸
ー

L「」
蕗
青
森
県
と
青
森
県
農
村
工
業
協
 

一
 

一
  
〇
 

（
曇
織
詰
類
、
食
用
油
類
、
一
 

漬
物
類
、
蜂
み
「
、
澱
粉
菓
 

子
類
、
そ
の
他
）
 

第
ニ
部
木
竹
工
芸
品
 

あ
け
び
遊
細
工
、
竹
細
工
、
 

柳
細
エ
、
玩
具
、
そ
の
他
 

第
三
部
繊
維
製
品
 

羊
毛
加
工
品
、
毛
皮
製
品
、
 

そ
の
他
 
第
四
部
雑
わ
ら
工
品
 

か
ま
す
む
し
ろ
、
な
わ
お
ょ
 

び
俵
以
外
の
わ
ら
工
品
 

第
 

、
 
ー
 
‘
 
ー

》
・
‘
 

'
 

‘
 
●
 
●
 
・
 
ー
 
ー
 
，
 
《
 

押
狼
費
懸
鋳
総
・
博
れ
は
右
組
合
が
飴
謝
て
二
月
ニ
十
日
か
ら
十

H
R

二
十
 

白叫~

豆 

花
起泣

l 
旧刊 

、
大
 

農
業
者
の
維
持
資
金
 

鋳
誘
編
羅
協
を
最
初

2
1
豪
熱
繁
警
彫
新
錆
話
慕
翫
 

ー
 

、
 
‘
 

名 及 設 置 面 積 

醗
線
縄
嚢
薪
 
借
入
申
請
受
付
 
ニ
占
競
“
町
あ
る
」
と
簿
の
栄
口
報
慧
認
難
鱗
難
鰯
 

ノ
」
燕
難
鱗
麟
議
護
舞
ジ
踊
熱
」
難
 

監
督
 
迷
細
細
糾
・
・
一
或
は
災
害
復
旧
等
の
経
営
の
再
一
、
申
請
者
の
資
格
 
拍
司
矧
聾
一
争
即

m
j
F
 

に
丁
一
い
，
 
か
ら
二
七
は
紹
介
け
西
と
洪
に
即
涜
を
兼
 

借
入
申
請
受
付
 

占
め
る
農
家
で
あ
る
こ
と
 

設
置
区
域
 

嘱
吐
そ
り
栄
に
よ
く
し
た
わ
け
工
会
踏
所
に
お
い
引
県
醇
町
知
 

三 ー

一一反

号月 ニ岩 
 

,一 

 に＝

号手 長十 
計 

二 
 四

四四反 

三 
 一

一一反 

飯

長七 

詰

橋

和 

旧
町
内
の
そ
こ
と
に
力
り
ま
し
大
，
 

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
 

k楚
予
方
 
こ
れ
は
県
内
に
お
け
る
農
村
 

鷺
懇
灘
灘
）
麟
 

察
 

意
 
注
 

一
 三

 
計
 杏

一
ご
 
防
に
 予
項
 

一
 
一
 

以
上
の
と
お
り
予
定
し
て
下
ま
す
の
で
、
最
寄
の
支
所
、
市
役
所
農
林
商
工
課
へ
 
号
 

申
込
ん
で
下
さ
い
。
 

（
監
査
委
事
務
局
長
〕
 

五
日
ま
で
ね
て
県
産
品
の
愛
用
を
促
進
し

実
施
い
た
て
販
路
の
拡
張
を
図
り
、
そ
し

し
ま
し
た
て
農
家
経
済
の
安
定
を
図
る
事

が
主
氾

Dが目
的
で
あ
つ
て
農
村
工
業
島

と
お
り
、
 
農
村
副
業
品
を
生
産
し
て
い
る
 

①
 
象
業
農
家
で
農
業
所
得
よ
 

建
費
を
必
要
と
す
る
状
況
と
な
 

つ
て
い
ま
す
。
 

（
例
 
十
万
円
借
入
十
年
償
 

還
の
場
合
元
利
均
等
年
一
 

二
、
九
五
〇
円
と
な
る
）
 

り
農
外
所
得
の
大
き
い
農
家
 

を
除
く
農
家
で
農
業
に
精
励
 

写
真
施
役
所
幡
球
部
聖
 

被
害
を
う
け
た
農
家
の
皆
様
 

、
“
・
一
 
、
ノ
ー
ー

J
、
‘
に
は
心
か
ら
お
見
舞
申
上
げ
ま
 
す
る
農
家
で
あ
る
．
 

j、
・
一
・
‘
、

J‘
、
J“
、
j、

・
j
l
,
 

す
。
 
③
 
在
住
す
る
地
区
内
で
中
庸
四
、
申
請
手
統
に
つ
い
て
は
農
 

台
風
の
痛
手
が
強
く
農
家
経
 
規
模
以
下
の
農
家
で
あ
る
こ
 
業
委
員
会
で
ご
相
談
下
さ
い
 

営
の
現
状
維
持
・
が
困
難
な
農
家
 
と
 

貝
入
が
目
立
つ
て
い
て
十
一
 
い
組
合
斗
争
が
あ
つ
て
も
年
賀
達
に
問
に
合
わ
な
い
こ
と
年
な
切
願
い
ま
す
。
 

一
「
十
八
日
で
す
つ
か
り
売
卸
伏
ま
お
く
れ
な
い
よ
う
「
』
万
全
り
ま
す
の
で
何
卒
ご
協
功
下
藁
一
今
年
は
米
、
り
ん
ご
の
連
 

第
五
部
 
そ
の
他
 

鱗
議
鰻
難
懸
「
難
籍
驚
」
 

動
騒
尋
一
部
食
料
品
 
鶏
鵜
齢
醸
難
〉
 

鉄
醜
各
種
農
畜
水
産
加
工
品
務
局
宛
。
 

響
慧
 
ー
ー
大
 
麻
 
栽
 
培
ー
 

ニ
一
件
 
希
望
者
は
農
林
商
工
課
へ
ー
 

と
な
つ
た
昨
年
は
十
ニ
月
＋
 
？
芝
ビ
ニ
二
二

s
~
E

ト
・
 
い
。
 

 
「
 
一
・
豊
作
で
各
金
厭
機
関
は
貯
金
 

醸
制
町
川
？
加
引
か
い
象

b 策
を
た
て
て
お
り
ま
す
。
 
ー
伺
今
年
の
十
一
 
『
早
、
一
日
納
響
切
難
灘
。
「
』
 

雫m 予
想
外
に
早
く
売
切
れ
 
そ
こ
で
今
年
の
年
賀
状
は
お
は
日
曜
日
な
の
で
特
に
ツ
ラ
り
普
児
春
下
年
末
始
郵
便
 

と
な
つ
た
昨
年
は
十
ニ
月
＋
 

、
。
 災

事
 火

 

の
 
次
 

善
さ
れ
る
よ
う
要
望
 

智
加
．
嘱
購
 

煙
突
の
取
付
不
良
 

不
良
煙
突
の
使
用
 

か
ま
ど
の
設
置
 

個
 
所
 
不
 
良
 

火
鉢
の
使
用
 

位
 
置
 
不
 
良
 

七
輪
の
使
用
 

位
 
置
 
不
 
良
 

臥
辺
峨
不
賜
 

し
 

（
五
所
川
原
市
内
の
薬
店
に
あ
 

る
）
を
水
に
溶
し
て
消
毒
し
来
 

春
の
再
発
防
止
に
万
全
を
期
し
 

て
も
ら
い
た
い
の
で
あ
り
ま
す
 

参
考
ま
で
に
五
所
川
原
市
内
 

に
於
け
る
正
式
の
薬
殺
頭
数
は
 

次
の
通
り
に
な
つ
て
お
り
ま
す
 

お
そ
ろ
し
い
豚
コ
 
レ
ー
フ
 

豚
舎
の
消
毒
を
厳
重
に
 

な
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
深
く
 
そ
く
も
十
ニ
月
ニ
十
三
日
頃
ま
ー
マ
ン
の
方
は
こ
の
日
を
午
賀
金
増
強
逓
動
を
強
力
に
推
進
 

・
・
1、
 
ー
 
、
・

k】P
 

で
に
お
出
し
願
い
た
い
の
で
ご
状
を
書
く
日
と
お
決
め
下
き
れ
郵
便
貯
金
の
増
加
を
図
つ
て
お
 

'
11

1
 

 
ざ
い
ま
す
。
昨
年
当
局
で
引
き
ば
非
常
に
好
都
合
か
と
存
じ
ま
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
切
に
お
 

いr、
、
、
 
、
畿
売
“

l・ 
！
、
、
く
‘
く
く
く
く

5
2
s

・
・
、

5，
、
“

5、
く
5、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
，
、
 
ね
が
い
申
上
げ
ま
す
。
 

の
よ
う
に
思
わ
せ
ら
れ
る
。
 

ご
承
知
の
よ
う
に
豚
コ
レ
ー
フ
 

菌
は
熱
に
は
弱
い
が
寒
さ
に
は
 

非
常
に
強
く
、
冷
水
に
あ
つ
て
 

も
三
年
間
は
生
存
す
る
と
い
わ
 

れ
て
い
る
程
で
飼
育
者
に
と
り
 

そ
の
管
理
に
つ
い
て
は
少
し
 

の
油
断
も
出
来
な
い
も
の
で
あ
 

る
市
役
所
に
お
い
て
も
一
応
薬
 

殺
豚
舎
の
消
毒
を
逐
次
実
施
し
 

て
お
り
ま
す
も
の
の
、
飼
育
者
 

各
位
に
あ
つ
て
も
極
力
消
毒
に
 

春
か
ら
県
下
一
円
に
発
生
し
た
 

豚
コ
レ
ヲ
は
一
時
下
火
に
な
り
 

ま
し
た
が
、
春
の
予
防
注
射
が
 

徹
底
し
な
い
の
と
、
密
殺
者
、
 

密
移
動
者
が
多
い
た
め
に
八
月
 

か
ら
ま
た
・
く
蔓
延
の
傾
向
に
 

あ
り
、
五
所
川
原
市
内
の
飼
育
 

豚
、
 
一
、
六
八
九
頭
で
あ
る
が
 

正
式
に
薬
殺
し
た
数
三
五
〇
頭
 

こ
れ
に
加
え
る
密
殺
や
自
然
死
 

そ
の
他
を
あ
わ
せ
る
と
約
三
倍
 

の
壱
千
頭
を
超
え
る
も
の
と
思
 

わ
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
損
害
は
 

一
頭
平
均
五
千
円
と
み
て
も
五
 

百
万
円
の
多
額
に
の
ぼ
り
、
本
 

当
に
恐
ろ
し
い
も
の
だ
と
今
更
 

」
 
“
・
 

g
 
・
 
、
、

J
 

ー
●
 
当
局
の
本
年
度
目
標
は
純
増
 

鍵
 
・
手
い
ョ
各
に
“
士
お
、

h
'
d

一
一
軍
ロ
？
、
、
 
．
 
で
千
八
百
八
十
万
円
で
あ
る
が
 

寿
 
z一
 
「
ノ

1一 b ゾ
 
ー
 
」
 
，
最
近
は
金
廻
り
の
よ
く
な
い
せ
 

t
 

パ
‘
割
・

Eさ
い
 
．
工
“
，
，
『
／
「
 
ー
 
ー
 
・
 
当
司

D本
羊
走
目
票
ま
電
曽
 

い
陣
‘
、
無
重
め
“
 

旧 
 旧 

 
旧 

旧 

旧 旧 

 旧 旧 

 旧 旧 

合 日ョ 

 五 

長

飯や梅

七 中 

 三松 

 所 

計 

 呂

” 川 

橋

詰門

沢

和 川 

 好 

 島栄原 

一
六
八
頭
 

三O頭
 

一
八
頭
 

一
四
頭
 
一
一
頭
 

四
八
頭
 

三
九
頭
 

一
七
頭
 

一
五
頭
 

三
頭
 三

五
五
頭
 

一
 
？
、
？
一

l●
●
rト
二
・
【
い
ー
・
‘

1
 

つ
・
 
い
か
、
意
外
に
弘
粟
が
多
く
、
 

郵
便
貯
金
に
こ
協
力
を
 
総
住
離
雅
諺
郵
 

三
九
件
 
一
一
「
件
 

一
件
 一1

1
件
 

一
五
件
 

＼
な
か
ノ
、
計
画
通
り
に
ゆ
か
ず
 

・
 

非
常
に
苦
慮
し
く
い
る
状
態
で
 

栽
培
す
る
こ
と
は
勿
論
で
き
な
 

い
し
罰
せ
ら
柵
ま
す
。
 

目
下
の
と
こ
ろ
、
本
市
に
は
 

申
請
者
は
一
人
も
な
い
が
、
昭
 

和
三
十
四
年
度
に
お
い
て
新
た
 

に
大
麻
を
栽
培
し
よ
う
と
す
る
 

者
は
市
役
所
農
林
商
工
課
に
申
 

し
で
て
取
扱
者
免
許
申
請
書
を
 

提
田
し
て
下
さ
い
。
申
請
様
式
 

は
農
商
課
で
詳
し
く
指
導
し
ま
 

大
麻
を
栽
培
し
よ
う
と
す
る
者
 

は
大
麻
取
締
法
第
五
条
『
大
麻
 

取
扱
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
 

省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
 

都
道
庁
県
知
事
の
免
許
を
受
け
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
 

の
規
定
に
基
ず
き
免
許
申
請
書
 

を
十
二
月
ニ
十
日
ま
で
県
の
所
 

轄
保
健
所
を
経
由
し
て
本
県
知
 

事
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

こ
れ
が
免
許
を
受
け
な
い
と
 

七
け
講
議
槌
襲
販
町
嬰
総
鷲
敏
蜜
《
、
競
羅
琵
 

は
三
七
四
、
 
「
四
二
万
枚
で
に
秘
働
す
る
の
は
毎
年
の
例
で
な
り
は

1た
か
年
間
旧
標
は
り
 

四
よ
う
周
多
数
四
年
賀
い
短
あ
か
が
、
今
年
は
ナ
べ
底
景
気
見
叱
海
恰
、
嘩
か
一
〇
、
七
」
」
 

」
」
 冊
」
諏
扱
町
糾
准
い
ぬ
抄
い
つ
阪
映
」
商
晴
ゆ
沈
込
治
眼
が
酬
濃
濃
漕
い
“
沫
を
唾
 

謝
申
上
げ
ま
す
。
 

今
年
は
全
逓
の
斗
争
が
十
 

月
に
も
行
う
ょ
う
に
伝
え
ら
 

て
い
る
が
、
郵
便
局
で
は
た
 

と
う
L て
も
平
常
の
送
達
日
数
一
段
と
激
し
い
た
め
昨
年
キ
り
家
取
入
時
の
十
ニ
月
に
於
て
一
 

よ
り
も
お
く
れ
勝
ち
と
な
る
の
平
常
の
取
麟
も
多
く
な
そ

1
0
〇
％
達
減
す
べ
く
今
井
課
長
 

万
全
を
期
し
て
も
ら
い
た
い
も
 

の
で
あ
る
、
豚
舎
の
消
毒
は
豚
 

妬
ざ
コ
、
即
 

火
消
つ
ぼ
の
不
良
 

炉
の
周
辺
不
良
 

四
件
 一

一
件
 

五
件
 

で
、
特
に
県
外
な
ど
は
早
目
に
い
か
の
で
で
き
る
だ
け
早
各
に
以
下
旧
喰
奮
斗
中
で
も
り
ま
す
 

お
出
し
下
さ
ら
な
い
と
元
且
配
お
田
し
下
さ
る
ょ
う
特
に
ピ
協
 
五
所
川
原
郵
便
局
 

舎
内
外
の
土
を
深
さ
三
尺
掘
り
 

上
げ
入
替
し
瓦

o
c

五
百
倍
 

す
。
 

・

j、
、
j、
、
、

j、
、
．
一
 
‘

j
J

、
 



!
 」

H
H
HH

 
ー
ー

ー
ー

一
 

て
有
能
な
人
々
に
長
く
つ
づ
け
 

て
も
ら
い
た
い
、
今
ま
で
の
や
 

り
方
は
側
近
行
政
に
な
つ
た
こ
 

と
は
失
敗
だ
つ
た
と
思
う
。
 

第
三
点

u行
政
は
市
民
の
も
 

の
で
あ
つ
て
山
内
市
政
で
は
な
 

い
と
思
い
ま
す
か
ら
側
近
人
事
 

を
廃
し
て
五
万
市
民
の
た
め
に
 

”
込
ん

r
」
・
も
な
加
 
ら
れ
な
い
．
状
で
す
。
つ
ま
り
 

熱
鶏
・
占
為
購
編
疑

m
電
 鷲

難
市
一
」
瀞
濠
難
欝
 

,，
板
柳
！
寸
阿
弥
を
ー
つ
ナ
・
フ

h
」
い
局
の
場
合
に
は
 

一
灘
撫
繊
鵬
」
」
鐘
纏
加
 

し
か
し
、
こ
の
設
備
の
行
 

て
い
る
局
が
全
国
的
に
と
 

多
い
た
め
『
申
込
ん
で
す
 

く
』
と
い
う
よ
う
に
は
、
 

ん
、
、
な
れ
な
い
状
態
に
才
 

で
す
。
 

望
が
こ
の
方
面
に
こ
 

り
る
と
い
う
こ
と
が
は
つ
 

フ
る
こ
と
は
、
計
画
に
最
 

未
帰
還
者
特
別
通
信
 

市
長
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
 

ま
す
。
 

老
大
な
赤
宇
財
政
を
背
負
つ
 

て
今
後
は
ほ
ん
と
う
に
ご
く
ろ
 

う
さ
ん
で
す
。
ご
苦
労
も
多
い
 

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
 

山
内
さ
ん
の
手
腕
を
ご
期
待
申
 

上
げ
ま
す
。
 

県
全
体
と
し
て
は
六
〇
億
に
 

現
在
の
男
の
や
り
方
は
自
分
の
け
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
い
た
 

利
益
に
な
る
よ
う
な
こ
と
で
与
し
ま
す
。
そ
れ
は
教
育
、
文
化
 

、
野
党
と
互
に
争
つ
て
い
る
。
 
の
面
に
熱
の
入
れ
方
が
少
な
い
 

そ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
 

新
市
と
し
て
は
、
現
在
は
も
ち
 
与
、
野
党
と
さ
わ
い
で
い
る
 

ろ
ん
大
事
で
す
け
れ
ど
躍
進
の
中
に
学
校
の
窓
ガ
ラ
ス
が
入
ら
 

途
上
に
あ
る
五
所
川
原
市
を
背
ぬ
と
か
、
炭
が
な
く
て
風
邪
を
 

負
つ
て
立
つ
も
の
は
な
ん
と
し
引
く
児
童
が
た
く
さ
ん
出
る
と
 

調
査
実
施
に
つ
 
い
て
 

?
（
童
な
資
料
と
な
つ
て
整

ル
進
さ
れ
そ
れ
に
伴
つ
て
電

一
早
く
フ
け
ら
れ
る
よ
う
に

レ
、
反
対
に
『
申
込

参
か
つ
か
な
い
か
 

こ
り
た
び
厚
生
省
及
び
県
庁
社
 

会
課
に
お
い
て
未
帰
還
者
に
対
 

す
る
特
別
通
信
調
査
を
実
施
す
 

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

ち
か
く
皆
さ
ん
の
お
手
許
に
 

市
役
所
か
ら
回
答
用
紙
が
配
 

付
に
な
り
ま
す
か
ら
肉
親
や
兄
 

弟
姉
妹
を
一
日
千
秋
の
想
い
で
 

待
ち
わ
び
て
い
る
留
守
家
族
の
 

ご
心
中
を
ご
察
し
下
さ
い
ま
し
 

て
同
封
名
簿
に
よ
り
皆
さ
ん
と
 

一
緒
に
行
動
さ
れ
た
力
々
の
状
 

況
を
な
る
べ
く
詳

Lく
記
入
の
 

上
同
封
の
封
筒
に
入
れ
婦
寄
り
 

の
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
下
さ
い
 

な
お
記
入
の
方
法
そ
の
他
で
 

不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
 

役
所
市
民
謀
で
お
尋
・
ね
下
さ
し
 

で
 
は
伺
故
申
込
 

す
 
A・
め
 
る
 
の
か
 

博
つ
け
た
い
希
 

!！
、
t！、

 こ
れ
は
あ
る
局
の
憐
話
 

一
申
込
を
し
な
い
で
 

」
、
い
つ
ま
で
経
つ
 

ー
つ
か
な
い
こ
と
に
 

ー
ー
モ
シ
！
く
市
長
さ
ん
コ
 

五
万
一

n民
の
幸
福
の
た
め
に
 

紅
瞬
露
醸
題
 
森
 
田
 
キ
 
ョ
 

ミ
 『
綴
鷲
 
「
『
話
の
申
込
に
つ
い
で
 

一
ま
こ
と
に
大
ざ
つ
ぱ
に
 

電
報
電
話
局
か
 
ら

1
1
 

レ
申
し
上
げ
ま
す
と
 

ま
し
た
が
『
電
話
が
つ
 

月
．
」
粕

z
t
《
」
て
に
ホ
」
は
‘
 

?
 
“
【
“

"
"
"
"
"
"
"
"
"

‘
ノ
、

J、
ノ
，
、
く
“
、

5、
．
 膿

銘
雛
競
総
影
務
鰍
？
馴
爵
軸
霧
議
鶏
 

詰
細
籍
巽
護
麓
紗
畿
醜
録
臨
購
濃
務
 

喝
円
の
予
算
で
二
七
て
い
る
『
の
設
備
を
順
次
整
 
申
込
が
多
い
局
と
少
な
、
局
一
．
 

よ
う
と
い
う
計
画
を
え
設
噛

A弦
張
し
、
ご
要
望
と
で
は
『
つ
け
る
数
」
を
離
当
ー
 

リ
ま
す
。
 
に
こ
た
、
万
よ
う
に
し
て
お
り
す
る
に
も
申
込
の
多
い
員
り
方
 

ば
に
し
て
つ
け
て
参
ま
す
。
 
へ
多
く
割
当
ら
れ
ま
す

o
 

一
 も

全
部
の
お
申
込
に
一
（
当
局
か
万
新
築
さ
れ
、
改
式
 
般
備
の
関
係
で
今
直
ぐ
 

一
一
五
％
程
し
か
つ
け
ー
 
さ
れ
可
は
そ
の
例
で
す
）
 
つ
け
ら
れ
な
い
ま
で
も
『
 

』
の
現
状
を
ご
諒
承
下
さ
 

こ
希
望
の
方
は
当
局
や
七
 

一
」
ど
・
し
の
枠
は
な
い
 

▽
引
揚
者
国
債
担
保
貸
付
 

長
橋
、
梅
沢
の
各
郵
便
 

匹
敵
す
る
と
云
わ
れ
て
い
て
、
 
、
、
“

"‘
く
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
・
、
“
“
…
・
・
、
“

5
2
s

…
、
く
 

先
般
津
島
知
事
は
六
億
の
赤
字
て
も
青
年
暦
で
す
、
教
育
を
予
云
う
ふ
う
に
、
行
政
が
政
争
の
 

で
手
を
上
げ
ら
れ
た
そ
う
で
す
算
面
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
て
具
に
供
さ
れ
ぬ
ょ
う
希
望
す
る
 

ね
。
つ
い
て
は
婦
人
層
と
し
て
も
ら
い
若
い
者
の
は
け
ロ
に
援
又
福
祉
行
政
に
つ
い
て
は
特
に
 

又
子
供
を
養
育
し
て
行
く
母
親
助
を
惜
し
み
な
く
し
て
ほ
し
い
そ
の
方
面
の
権
威
者
に
ま
か
せ
 

の
立
場
か
ら
し
て
の
お
ね
が
い
何
ん
と
し
て
も
こ
の
方
の
予
算
て
お
い
て
、
又
教
育
長
、
公
民
 

で
ご
ざ
い
ま
す
。
 
は
と
ぽ
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
舘
、
福
祉
事
務
所
等
社
会
事
業
 

第
一
点

n政
治
の
派
閥
解
消
 
第
二
点

n当市
は
躍
進
の
途
の
人
事
に
つ
い
て
は
与
野
党
に
 

に
力
を
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。
上
に
あ
り
な
が
ら
何
か
し
ら
抜
か
か
わ
ら
ず
側
近
人
事
を
廃
し
 

一
数
お
申
込
下
さ
い
ま
す
ょ
 

ゆ
順
い
田
山
げ
ま
す
。
 

五
所
川
原
 

電
報
電
話
局
 

ご
賢
明
な
る
山
内
市
長
さ
ん
に
ー
 

は
公
平
な
且
又
明
朗
な
政
治
手
 

腕
を
期
待
す
る
と
と
も
に
ご
健
 

闘
を
お
祈
り
申
上
げ
ま
す
。
 

註
こ
の
要
望
に
対
し
て
 

次
号
山
内
市
長
か
ら
 

お
答
が
ご
ざ
い
ま
す
 

本
年
度
青
森
県
に
割
当
て
ら
れ
 

た
引
揚
者
国
債
担
保
貸
付
の
枠
 

分
は
全
部
貸
付
し
て
し
ま
つ
た
 

の
で
、
今
后
の
申
込
は
新
年
度
 

（
明
年
四
月
）
 
の
予
算
が
決
定
 

后
、
本
県
に
枠
が
割
当
て
ら
れ
 

て
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
 

す
。
し
た
が
つ
て
早
く
と

t明
 年

の
六
月
頃
に
な
る
も
の
と
思
 

わ
れ
ま
す
の
で
、
き
ま
り
次
第
 

広
報
に
よ
つ
て
お
知
ら
せ
い
た
 

し
ま
す
。
 

（
市
福
祉
事
務
所
）
 

・

、
く
ノ
‘

1
〈
、
＼
ノ
、
？
ー
 

、
一
ー
 
、
ー
ノ
 

胆
謝
町
し
く
ロ
一

I一
」
ー
一

u
 

 
農
林
商
工
課
で
は
県
農
業
改
良
普
及
蕩
 

不n」
川
「
ニ
（
旦
【
犀
三
一

p岡
 
所
と
協
議
し
て
昭
和
三
十
四
年
慶
の
撫
 

Hの
奨
励
品
種
を
中
、
ハ
下
ノ
 
躍
麟
畿
縦
誕
製
範
 

逃
定
し
て
安
全
多
収
を
は
か
三
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
 
計
画
は
次
っ
，
‘

l
u

え
 

あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
い
事
 

で
も
皆
さ
ん
が
気
軽
に
お
話
し
 

出
来
る
所
で
あ
り
ま
す
。
 

市
民
の
中
に
は
も
つ
と
早
く
 

農
地
相
談
所
へ
来
て
お
話
を
聞
 

い
て
居
れ
ば
こ
ん
な
目
に
合
わ
 

ず
に
す
む
と
言
つ
て
後
侮
し
て
 

い
る
方
々
を
よ
く
見
受
ま
す
が
 

今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
 

い
様
に
些
細
な
事
で
も
周
園
の
 

人
た
の
言
語
に
ま
ど
わ
さ
れ
る
 

こ
と
が
な
く
問
題
が
あ
つ
た
ら
 

、
い
つ
で
も
お
尋
ね
下
さ
い
。
 

次
に
相
談
所
の
（
開
く
日
）
日
 

取
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

」
一
 
一
 秋
元
表
彩
さ
る
 

黒
川
，
一
．
一
一
 

市
役
所
の
秋
元
良
（
市
民
課
）
 

三
浦
光
円
（
松
島
支
所
）
黒
川
 

マ
サ
（
飯
詰
公
民
舘
）
の
三
氏
 

は
何
れ
も
連
続
三
年
間
病
気
を
 

し
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
こ
の
 

程
青
森
県
市
町
村
職
員
共
済
組
 

合
（
組
合
長
山
屋
辰
雄
氏
）
か
 

ら
表
彰
さ
れ
た

o
 

農
地
相
談
所
 

開
設
の
お
知
ら
ゼ
 

五
所
川
原
市
農
業
委
員
会
 

市
役
所
の
年
末
年
始
 

異
ふ
る
街
に
、
師
走
の
あ
わ
た
だ
し
さ
が
 

み
な
ぎ
つ
て
い
ま
す
、
み
な
さ
ま
の
お
宅
 

で
も
、
何
か
と
心
忙
し
い
こ
と
で
し
よ
う
 

例
年
に
な
ら
つ
て
、
、
市
役
所
で
は
次
の
よ
 

k湾
 昭

和
三
十
四
年
一
採
種
圃
設
置
計
画
案
 

 
t

博
「
 

つ
。
 

昭
和
三
十
三
年
の
年
の
瀬
も
迫
こ
の
肩
の
重
荷
を
お
ろ
し
て
安
 

り
今
ま
さ
に
暮
れ
よ
う
と
し
て
堵
に
一
息
し
て
い
る
事
で
あ
り
 

居
り
ま
す
。
 
ま
よ
う
。
し
か
し
ま
だ
農
地
と
 

と
の
一
年
間
を
振
返
つ
て
見
言
う
問
題
が
残
つ
て
居
り
ま
せ
 

れ
ば
禍
い
の
多
い
年
で
あ
つ
た
ん
か
こ
の
た
び
農
家
の
縁
の
下
 

八
月
の
豪
雨
相
次
ぐ
台
風
の
来
の
力
持
で
あ
る
農
業
委
員
会
で
 

襲
特
に
二
十
二
号
台
風
は
農
作
は
農
地
（
田
畑
）
の
色
々
な
問
題
 

物
に
甚
大
な
る
被
害
を
あ
た
い
に
つ
い
て
良
き
相
談
相
手
と
な
 

収
穫
期
前
に
は
全
市
民
の
心
身
る
た
め
、
今
年
も
又
昨
年
と
同
 

を
寒
か
ら
し
め
る
も
の
が
あ
つ
様
来
る
十
二
月
十
五
日
を
第
一
 

血
処
が
天
は
わ
れ
ノ
、
を
助
け
回
目
と
し
で
農
地
相
談
所
を
開
 

ら
れ
稲
は
豊
作
と
言
ふ
結
果
を
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

も
た
ら
し
農
家
に
取
つ
て
懐
ろ
農
地
相
談
所
と
言
う
所
は
常
日
 

の
暖
い
経
済
を
あ
た
い
て
く
れ
頃
皆
さ
ん
が
し
つ
く
り
し
な
い
 

ま
し
た
。
 
田
畑
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
や
土
 

農
家
の
皆
さ
ん
に
は
本
当
に
地
の
（
田
畑
）
取
上
げ
と
か
色
女
 

ご
苦
労
様
で
あ
り
ま
し
た
。
今
な
こ
と
を
取
き
め
て
や
る
所
で
 

耐
 
議
」
 

晃
名 

扉
及 

号
坂設 拶

置 

号

林面 

十青 
顎
積 

」
城
 
八
甲
田
 
十
和
田
 

う
に
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
か
ら
、
 

ろ
し
く
ご
諒
承
下
さ
い
。
 

十
一
】
月
一
一
十
八
日
か
ら
 

一
 
月
 
四
 
日
 
ま
 
で
 

計 
t央
光
 

、
・
山
 

~反 

ー
・四ニ三

二

四こ七三ニ

ー

ーー返 
一反 

反
一
 
反
一
 

川
原
 
一
で
 

曲
 
…
 
＼
 

J村
議
員
共
済
組
合
 

．
、
会
は
十
一
 

牛
か
ら
、
 

で
開
催
さ
 

剛
弘
前
市
 

和
 
四
『
 
一
 

橋
 
一
一
 

 
1
1
1

『
一
 

島
』
「
 
『
 
五
（
 

一
Q

ニ二

二
二
二
二

二一

ここ二

一 

記
 
十
二
月
 
十
五
日
、
ニ
十
六
日
 

一
 
月
 
五
日
、
十
六
日
、
一
一
 

十
六
日
 

ニ
 
月
・
五
日
、
十
六
日
、
一
一
 

十
五
日
 

三
 
月
 
五
日
、
・
十
六
日
、
一
一
 

十
五
日
 

四
 
月
 
六
日
 

こ
『
 
二
」
 

一
 
四
一
 

日
、
 会

 魁
瀞
 
一
一
 
共
 

一
」
 
職
 

球
 

回
 六
 

“
 
一
 

ノ
 
ー
 

J
 

 
一
 

一
 
一
 一

 
、
一
 
ひ
一
 
町
・
 

洞
農
村
工
業
展
示
会
 

八
 
ー
 
ー
ー
ー
コ
「
三

Iー
ノ
 
メ
ー
‘
 

第
 
士
育
ニ
十
日
か
ら
青
森
で
 

一
  
」
（
 

・
・
 
三
 

四
一
 

四
一
 

呈
 
三
五
一
 

市
役

所チ、
・ 

一
 

、
 

 麟
右
組
穀
始
糾
 

青
森
県
と
青
森
県
農
村
工
業
協
 
（
嚇
議
詰
類
、
食
用
油
類
、
 

会
が
主
催
で
昭
和
三
十
三
年
十
 

漬
物
類
、
蜂
み
つ
、
澱
粉
菓
 

子
類
、
そ
の
他
）
 

第
ニ
部
木
竹
工
芸
品
 

あ
け
び
蔓
細
工
、
竹
紬
工
、
 

柳
細
工
、
玩
具
、
そ
の
他
 

第
三
部
繊
維
製
品
 

羊
毛
加
工
品
、
毛
皮
製
品
、
 

そ
の
他
 
第
四
部
雑
わ
ら
工
品
 

か
ま
す
む
し
ろ
、
な
わ
お
よ
 

び
俵
以
外
の
わ
ら
工
品
 

①
 
台
風
に
よ
る
被
害
額
が
最
 

家
所
得
の
三
割
以
上
の
額
を
 

占
め
る
農
家
で
あ
る
こ
と
 

二
、
受
付
の
期
間
 

昭
和
三
十
四
年
一
月
上
旬
 

（
予
 
定
）
 

三
、
維
持
資
金
の
概
略
 

貸
付
額
ニ
十
万
円
以
内
、
年
 

利
貸
付
額
二
十
万
円
以
内
、
 

据
置
期
間
三
年
以
内
 

（
例
 
十
万
円
借
入
十
年
償
 

還
の
場
合
元
利
均
等
年
一
 

二
、
九
五
〇
円
と
な
る
）
 

四
、
申
請
手
統
に
つ
い
て
は
農
 

業
委
員
会
で
ご
相
談
下
さ
い
 

農
業
者
の
維
持
資
金
 

借
入
申
請
受
付
 

げ
寸
 
た
家
庭
が
才
そ

Jう
ホ
「
り
ど
・
し
大

tョ
 

二
月
二
十
日
か
ら
十
ニ
月
ニ
十
 

四
日
ま
で
の
五
日
間
青
森
市
商
 

工
会
議
所
に
お
い
て
県
産
品
愛
 

用
の
第
八
回
青
森
県
農
村
工
業
 

副
巣
品
展
示
即
売
会
を
開
催
す
 

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
 

こ
れ
は
県
内
に
お
け
る
農
村
 

工
業
お
ょ
び
農
村
副
業
の
生
産
 

品
を
一
堂
に
集
め
て
一
般
に
展
 

示
紹
介
す
る
と
共
に
即
売
を
兼
 

ね
て
県
産
品
の
愛
用
を
促
進
し
 

て
販
路
の
拡
張
を
図
り
、
そ
し
 

て
農
家
経
済
の
安
定
を
図
る
事
 

が
目
的
で
あ
つ
て
農
村
工
業
品
 

農
村
副
業
品
を
生
産
し
て
い
る
 

方Aは
ふ
る
つ
て
ご
参
加
下
さ
 

れ
る
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま
 

す
。
尚
出
品
物
は
次
の
通
り
分
 

最
初
の
こ
こ
ろ
み
で
あ
る
が
」

1
 氏

は
そ
の
栄
に
よ
く
し
た
わ
け
 

で
あ
る
。
 

面
司
ー
 

語
1
葡和 
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城 

白野
~ 

三ニニ＝

国

花起品 
ブ

陽種 

三 一二に

返

号月名 
設 置 

老
 
二
と
軸
い
三
対
二
で
軽
く
蹴
落
し
 

備 
号手 長十 葉

勝 計 
「
一
税
く
二
回
職
は
青
森
市
と
決
勝
 

反
 
一
 
一
 

一
 
《
 

ー一ー

一一反 

ー一ー

一ー反 ば
八
戸
市
と
戦
か
つ
て
三
対
一
一
 

四
 
一
 

本
年
九
月
ニ
度
に
わ
た
つ
て
大
に
つ
い
て
維
持
資
金
の
借
入
申
 

き
な

A風
が
あ
り
、
採
り
入
れ
請
を
左
記
に
よ
り
受
付
け
い
た
 

を
目
前
に
し
た
農
作
物
が
相
当
し
ま
す
か
ら
お
知
ら
せ
い
た
し
 

な
被
害
を
う
け
各
農
家
で
は
そ
ま
す
。
 

の
た
め
に
収
入
の
減
額
が
生
じ
 
記
 

或
は
災
害
復
旧
等
の
経
営
の
再
一
、
申
請
者
の
資
格
 

建
費
を
必
要
と
す
る
状
況
と
な
①
 
象
業
農
家
で
農
業
所
得
よ
 

一
で
快
勝
、
昨
年
に
引
続
き
ニ
回
 

一
目
の
優
勝
を
逐
げ
た
。
 

察
 

意
 
鶏
誌
 

注
 
藤
詳
 

査
ご
 
醜
詳
 

防
 
ー
 
が
左
記
の
 

「
  

ー
」

ー
 
 四

 
一
 
一
 
匹
 
一
一
 
五
所
川
呼
市
役
所
卓
球
部
長
 

三
 
三
 
一
二
 
一
 
平
川
甚
四
郎
（
収
入
役
〕
 

「
 

監
督
 
木
 
村
 
精
 
一
 

（
監
査
委
事
務
局
長
〕
 

お
り
予
定
し
て
お
り
ま
す
（
「
、
最
寄
の
支
所
、
裏
所
農
林
商
工
課
へ
 
早
く
 

り
農
外
所
得
の
大
き
い
農
家
 

を
除
く
農
家
で
農
業
に
精
励
 

す
る
農
家
で
あ
る
．
 

③
 
在
住
す
る
地
区
内
で
中
庸
 

規
模
以
下
の
農
家
で
あ
る
こ
 

つ
て
い
ま
す
。
 

被
害
を
う
け
た
農
家
の
皆
様
 

に
は
心
か
ら
お
見
舞
申
上
げ
ま
 

す
。
 
台
風
の
痛
手
が
強
く
農
家
経
 

営
の
現
状
維
持
が
困
難
な
農
家
 

下
さ
い
。
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（
写
真
軒
臨
球
部
聖
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予
項
 
駄
夢
 

一
つ
て
い
て
十
一
月
一
い
組
合
事
が
あ
つ
て
も
年
賀
逮
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
に
な
力
願
い
ま
す

o
 
 

」
す
つ
か
り
売
切
れ
一
状
は
お
れ
な
い
よ
う
に
万
全
り
ま
す
の
で
何
卒
ご
協
カ

I
 
今
年
は
米
、
り
ん
ご
の
連
続
 

「
年
は
十
二
月
十
日
ソ
芝
ビ
ー
二
・

s
~
E

ト
・
 
い
。
 
豊
作
で
各
金
融
機
関
は
貯
金
吸
 

糾
尋
新
加
剖
の
策
を

A
J
て
お
り
ま
す
。
 
ー
尚
今
年
の
十
二
月
早
一
●
『
馴
”
耀
「
機
叫
畠
舞
 

”
に
早
く
売
切
和
と
ー
 
そ
こ
戒
フ
年
の
年
賀
状
は
お
は
日
曜
日
な
の
で
特
に
サ
ラ
リ
ー

w
局
で
も
郎
下
年
末
始
郵
便
貯
 

巨
つ
い
て
深
く
盤
そ
く
も
一
一
月
二
十
三
日
頃
ま
ー
マ
ン
の
方
は
こ
の
日
を
年
豊
金
増
強
運
動
を
強
力
に
推
進
し
 

ー
ー

A
、
‘
」
 
一
で
に
お

t
願
い
た
い
の
で
ご
状
を
書
く
日
と
お
決
め
下
さ
れ
郵
便
貯
金
の
増
加
を
図
つ
て
お
 

第
五
部
 
そ
の
他
 

申
込
者
（
山
品
者
）
は
青
森
県
 

庁
経
済
部
農
務
課
内
、
県
産
 

品
愛
用
第
八
回
青
森
県
農
村
 

工
業
副
業
品
展
示
即
売
会
事
 

務
局
宛
。
 

災
 蕪
難
舞
 

＞
 
た
の
で
各
け
る
 

レ
、
 
ロ
 
家
庭
に
お
 
第
一
部
 
食
料
品
 

ょ
ソ
・
尺
 
い
て
は
充
 
各
種
農
、
畜
、
水
産
加
工
品
 

ヲrノ
 
分
注
意
さ
 

ン
」
 （

五
所
川
原
市
内
の
薬
店
に
あ
 

る
）
を
水
に
溶
し
て
消
毒
し
来
 

春
の
再
発
防
止
に
万
全
を
期
し
 

て
も
ら
い
た
い
の
で
あ
り
ま
す
 

参
考
ま
で
に
五
所
川
原
市
内
 

に
於
け
る
正
式
の
薬
殺
頭
数
は
 

次
の
通
り
に
な
つ
て
お
り
ま
す
 

旧
五
所
川
原
 
一
六
八
頭
 

旧
 
栄
 
三
〇
頭
 

旧
 
松
 
島
 
一
八
頭
 

旧
 
三
 
好
 
一
四
頭
 

旧
 
中
 
川
 
三
頭
 

旧
 
七
 
和
 
四
八
頭
 

旧
 
梅
 
沢
 
三
九
頭
 

旧
毘
沙
門
 
一
七
頭
 

旧
 
飯
 
詰
 
一
五
頭
 

旧
 
長
 
橋
 
三
頭
 

合
 
計
 
三
五
五
頭
 

お
そ
ろ
し
い
豚
コ
 
レ
ー
フ
 

豚
舎
の
消
毒
を
厳
重
に
 

ー
 
ー
 
一
ざ
い
ま
（
昨
年
当
局
で
引
き
ば
非
常
に
好
都
合
か
と
存
じ
ま
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
切
に
お

一
ざ
い
ま
（
昨
年
当
局
で
引
き
ば
非
常
に
好
都
合
か
と
存
じ
ま
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
切
に
お
 

れ
早
急
改
 

善
さ
れ
る
ょ
う
要
望
致
し
ま
す
 

散
轟
ま
、
 
一
 
！
，
す
ー
ー
ー
 
ね
が
い
申
上
げ
ほ
す
「
 

一
 
！
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・
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ね
が
い
申
上
げ
ま
す
。
 

ー
 
ー
ノ
序
 
裁
培
ー
 

希
望
『
者
は
農
林
商
工
課
へ
ー
 

”
鳴
，
認
散
議
叫
 
一
 

の
よ
う
に
思
わ
せ
ら
れ
る
。
 

ご
承
知
の
よ
う
に
豚
コ
レ
ー
フ
 

菌
は
熱
に
は
弱
い
が
寒
さ
に
は
 

非
常
に
強
く
、
冷
水
に
あ
つ
て
 

も
三
年
間
は
生
存
す
る
と
い
わ
 

れ
て
い
る
程
で
飼
育
者
に
と
り
 

そ
の
管
理
に
つ
い
て
は
少
し
 

の
油
断
も
出
来
な
い
も
の
で
あ
 

る
市
役
所
に
お
い
て
も
一
応
薬
 

殺
豚
舎
の
消
毒
を
逐
吹
実
施
し
 

て
お
り
ま
す
も
の
の
、
飼
育
者
 

各
位
に
あ
つ
て
も
極
力
消
毒
に
 

万
全
を
期
し
て
も
ら
い
た
い
も
 

の
で
あ
る
、
豚
舎
の
消
毒
は
豚
 

舎
内
外
の
土
を
深
さ
三
尺
掘
り
 

上
げ
入
替
し
瓦

0
0

五
百
倍
 

（
一
 
・
十
 

春
か
ら
県
下
一
円
に
発
生
し
た
 

豚
コ
レ
ラ
は
一
時
下
火
に
な
り
 

ま
し
た
が
、
春
の
予
防
注
射
が
 

徹
底
し
な
い
の
と
、
密
殺
者
、
 

密
移
動
者
が
多
い
た
め
に
八
月
 

か
ら
ま
た
ノ
、
、
蔓
延
の
傾
向
に
 

あ
り
、
五
所
川
原
市
内
の
飼
育
 

豚
、
 
一
、
六
八
九
頭
で
あ
る
が
 

正
式
に
薬
殺
し
た
数
三
五
〇
頭
 

こ
れ
に
加
え
る
密
殺
や
自
然
死
 

そ
の
他
を
あ
わ
せ
る
と
約
三
倍
 

の
壱
千
頭
を
超
え
る
も
の
と
思
 

わ
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
損
害
は
 

一
頭
平
均
五
千
円
と
み
て
も
五
 

百
万
円
の
多
額
に
の
ぼ
り
、
本
 

当
に
恐
ろ
し
い
も
の
だ
と
今
更
 

当
局
の
本
年
度
目
標
は
純
増
 

賀
状
は
早
く
 

ス
ト
ー
プ
設
置
 

個
 
所
 
不
 
良
 

煙
突
の
取
付
不
良
 

不
良
煙
突
の
使
用
 

か
ま
ど
の
 
設
置
 

個
 
所
 
不
 
良
 

鍬
が
の
、
期
 

七
輪
の
使
用
 

位
 
置
 
不
 
良
 

臥
辺
瞭
不
賜
 

姉
砂
コ
ち
即
 

火
消
つ
ぼ
の
不
良
 

炉
の
周
辺
不
良
 

で
千
八
百
八
十
万
円
で
あ
る
が
 

一
一
一
件
 

一
一
一
件
 

三
九
件
 

一
一
一
件
 

一
件
 1

1
一
件
 一

五
件
 
四
件
 一

一
件
 

五
件
 

＼
 
最
近
は
金
廻
り
の
よ
く
な
い
せ
 

一
 
 

郵
便
貯
金
に
こ
協
カ
を
 
霧
帳
獣
雅
諺
努
 

大
麻
を
栽
培
し
よ
う
と
す
る
者
 

は
大
麻
取
締
法
第
五
条
『
大
麻
 

取
扱
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
 

省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
 

都
道
庁
県
知
事
の
免
許
を
受
け
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
 

の
規
定
に
基
ず
き
免
許
申
請
磐
 

を
十
二
月
ニ
十
日
ま
で
県
の
所
 

轄
保
健
所
を
経
由
し
て
本
県
知
 

事
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

こ
れ
が
免
許
を
受
け
な
い
と
 

栽
培
す
る
こ
と
は
勿
論
で
き
な
 

い
し
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
 

目
下
の
と
こ
ろ
、
本
市
か
‘
は
 

申
請
者
は
一
人
も
な
い
が
、
昭
 

和
三
十
四
年
度
に
お
い
て
新
た
 

に
大
麻
を
栽
培
し
よ
う
と
す
る
 

者
は
市
役
所
農
林
商
工
課
に
申
 

し
で
て
取
扱
者
免
許
中
請
書
を
 

提
出
し
て
下
さ
い
。
中
請
様
式
 

は
農
商
課
で
詳
し
く
指
導

Lま
 す

。
 

ー
 
罪
常
に
苦
慮
し
て
い
る
状
態
で
 

一
受
け
こ

j
・
貝
状
は
全
部
で
三
八
す
。
又
、
小
包
や
カ
レ
ソ
ダ
ー
あ
る
郎
 
一
月
八
日
現
在
で
ニ
 

一
七
、
一
一
六
庁
女
・
記
垂
し
た
印
刷
吻
も
年
散
に
‘
る
と
一
時

O二F
 

三
六
一
円
の
黒
宇
と
 

一
数
は
三

1 雪
、
 
一
四
二
万
改
で
に
殺
倒
す
る
の
は
毎
年
の
例
で
な
り
ま
し
た
が
年
間
目
標
ょ
り
 

”
引
ョ

m 一
こ
の
ょ
言
多
数
り
年
賀
を
短
あ
か
が
、
今
年
は
ナ
べ
底
景
気
見
た
場
合
、
僅
か
一
〇
、
七
六
 

,
I
ー
 
ー
ー
 
一
期
間
に
」
吸
う
こ
と
と
な
り
、
の
団
央
で
商
店
の
売
込
合
戦
が
％
の
低
調
に
あ
り
、
こ
れ
を
農

ょ
す
‘
 
ど
う

L‘
も
平
常

D苦
塗
日
数
一
設
と
敷
し
い
た
め
昨
年
よ
り
家
収
入
時
の
十
一
一
月
に
於
て
一

主
逓
の
斗
争
が
十
一
一
よ
り
鼠
一
く
れ
勝
ち
と
な
る
の
平
常
の
取
扱
数
も
多
く
な
『
て

C
C
失
週
が
す
メ
く
弓
引
惨
玉

フ
よ
う
に
伝
え
ら
れ
で
、
戸

J
県
外
な
ど
は
早
目
に
い
る
の
で
で
き
る
だ
け
早
昌
に
以
下
日
夜
奮
斗
中
で
あ
り
ま
す

郵
便
局
で
は
た
と
ー
お
出

1
 

 
さ
ら
な
い
と
元
且
配
お
出
し
下
さ
る
よ
う
特
に
ご
協
 
五
所
川
原
郵
便
局
 


